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　　　 （「答案用紙が回収された」益岡 1991: 193）

















　　　b.  当時は今と違って、演歌は若者にはあまり歌われていなかった。（益岡 1987 : 189）
　　　c.   若き大統領クリントンは、アメリカ経済危機の救世主として、アメリカ国民のみな
らず全世界の人々に期待されている。
　　　d.  その雑誌は、一部の専門家を除いて、まだほとんど誰にも知られていない。


























　（4）a.  あの街は、よく暴走族にめちゃくちゃにされている。（天野 2002: 34）
　　　b.  この雑誌は、10 代の若者によく読まれている。（益岡 1987: 189）
他方、和栗（2005）は、潜在・顕在にかかわらず受影者が認められるものは受影受動文であ
り、出来事の影響を受ける受影者とは無関係に属性を叙述する、（5a, b）のような受動文のみ
を属性叙述受動文であるとする（杉本 2000、坪井 2002 も参照）。
　（5）a.  三上山は、手頃なハイキングコースとして多くの市民に親しまれている。
　　　b.  この山道は、江戸時代、京へ氷を運ぶ飛脚に利用されていた。














































　　　b.  # この雑誌は、10 代の若者によく読まれているんです。
　（9）a.  何が起こったの？

















　（11）a.  この雑誌は｛* 太郎に /10 代の若者に｝よく読まれている。
 b.  エビスビールは｛* 田中さんに / 収入の多い人に｝飲まれているようだ。7




























　　　  b.  ミニチュアダックスフントは、最近、若い男性にもよく飼われている。








 b.  極めて難しい
 c.  極端に悪い
 d.  大変すばらしい
 e.  たいそう寒い





 b.  非限界変化動詞：たいそう冷える、非常に高まっており、とても長びいて
 c.   「形容詞＋なる」：非常に熱くなって、極めて危うくなった、著しく多くなってい
る













　（14）a.   タモリは、テレビに登場し始めた当初、一瞬でも早くチャンネルを変えたくなる
10　このタイプについては佐野（1998）にも記述がある
11　（14）は、元々は筆者が言語学書以外の書物から採集した実例であるが、いずれもかなりの修正を施し





 b.   彼の弾くシューベルトは、朝靄のような情感に乏しく、音楽の核心から少し隔て
られているという感触を拭い去ることができない。
 c.   彼の見る世界は、希望と落胆、可能性と挫折、うまい酒と邪悪な女たちという、相
反するものに際立って縁取りされている。
 d.   部屋は、ロココ風の意匠で素晴らしく統一されていて、どこからかバロック音楽
が聞こえてきそうな雰囲気に満ちていた。
 e.   細野晴臣の今度のアルバムは、これまでの作品の中で、実際にはどこにも存在し
ない「天国のようなトロピカル」のイメージに最も貫かれています。










































 b.  この沢の水は、私には甘い。君はどう？
（16）が属性叙述文になるためには認知者の総称化が必要である。




















 b.  エビスビールは、比較的、収入の多い人に飲まれているようだ。
 c.  ビリー・ホリデイは、多くのジャズファンに愛されている。
 d.  草間彌生は、水玉模様の前衛芸術で知られている。
（19a, b）では、「道→歩く」「ビール→飲む」というアフォーダンス関係が、透明な形で見て取












　　　 （高見 1995: 124）
（20）は受影受動文であるが、山田課長は気づいていないのだから、山田課長が直接的な受影者
ではあり得ない。「 … この場合の「受影性」は主体が直接体験しているものではなく、表現者

























　（21）a.  この論文は、チョムスキーに数回引用された。（益岡 1987: 190）
 b.  その小説は漱石に激賞された。（益岡 2000: 57）
しかしながら、「る / た」形が不適格で、「ている / ていた」にしなければならない属性叙述受
動文が頻発することは事実である。
　（22）a.   ビリー・ホリデイは、悲しみに満ちた歌声を、多くのジャズファンに｛愛されて
いる /* 愛される｝。
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